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「水桜会だより」2024 夏号                      令和 6 年 8 月  

 

ご挨拶                                           水桜会会長  内田 暖(S45 高男)  

今年の夏は例年に増して暑い様です。日本及び世界各地から異常気象による災害の情報が連日届きます。 

我々が大学生時代かれこれ 50 年前の記憶は、暑い夏にプールに入ることが、水が冷たくて気持ちよか

ったものです。昨今はプールの水温が上がりすぎて、熱中症の危険が心配されます。 

現在、大学プールにおいての問題点は水温上昇に加え、水質悪化です。それに伴いプール使用停止とな

り、練習中止となることが少なくありません。練習ができないのは、シーズン中に大変痛手です。改善を

望み学校に対応を依頼していますが、費用が掛かるので迅速に対処してもらえません。現状の対応策は薬

剤注入に偏っています。昔、塩素錠剤大量投与で目が真っ赤になった時代と大して変わらないように思え

て残念です。 

濾材等の交換、効果のある高価な薬剤（洒落です）を使用するなどの方法を引き続き学校にお願いして

現状を改善したいと思っております。 

このような状況下で、外部の施設利用費、遠征費、強化合宿費など現役学生には負荷がかかっています。

そのため水桜会として援助を考えております。援助金は寄付金に頼っていますが、水桜会の皆様にはこれ

からも今まで以上にご協力をお願いいたします。 

来る 8 月 25 日(日)には恒例の 5 部対抗を予定しております。皆様お忙しいとは存じますが、是非とも

大学プールにお越しください。 

水桜会総会 報告（オール学習院の集いにおいて対面開催）  

4 月 14 日（日）10 時 30 分～11 時 30 分、西２号館 204 教室において 2024 年度水桜会総会が開催され

ました。現役を含む 25 名の参加と少数でしたが、充実した内容の会合でした。［第一号議案：決算報告］、

［第二号議案：予算案］［第三号議案：理事・役員人事］はすべて承認されました。公式 LINE の今後の

運用について、阿部理事から報告がありました。現役からは活動状況、今年度の抱負の報告がありました。

水桜会として、引き続き現役への支援を充実させたいと考えます。総会後、懇親会が開催され、五部対抗

同様、会員同士、現役との親睦を深めることができるいい時間を過ごすことができました。 

    水桜会事務局 渡邉マリ（S48 女高） 

 

令和 6 年 8 月 25 日(日)13:00～(目白プール) 「五部対抗水泳大会」を開催します！ 

※参加希望の方は下記事務局へご連絡ください。 

「五部対抗水泳大会」では、学習院水泳部の OB・OG、現役生が集い、競泳や水球で競い合います。 

新旧の絆を深め、学校の伝統を受け継ぎます。子供たちも参加し、世代を超えた結束を感じられる一日となり

ます。この大会は、単なるスポーツ大会という以上の意義を持ち、参加者全員が笑顔で競技に挑み、交流を深

める姿は、学校コミュニティの活力と結束力を象徴します。皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

 矢島嗣朗(H07 大 po) 

＜参加申込・問合せ先＞ 水桜会事務局 渡邉マリ（S48 女高）  

  e-mail: mrwtnb0109@md.point.ne.jp   TEL: 070-5451-9148 

mailto:mrwtnb0109@md.point.ne.jp
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「令和５年度 四年生慰労会」開催報告 令和 6 年 3 月 23 日(土) 

 

 

新宿三井クラブにおいて「水泳部四年生 慰労会兼納会」を開催いたしました。 

2020 年のコロナ禍以降、このような催しは自粛となっておりましたが、当日は総勢 87 名にご参加いただき、

久しぶりに同窓一同集まれたこと、大変嬉しく思います。 

昨今デジタル社会へシフトが進み、海外との挨拶では「Nice to E-meet you.」との言葉も出てきております。 

一方、やはり心の距離を縮めるためには、直接会って言葉を交わすことに勝るものはないと感じた催しでした。 

物理的な距離を大事に、今後とも水桜会をハブとして交流できることを楽しみにしております。 

柏木良太（H27 大 sw） 

 

 

水桜会公式 LINE アカウントを開設、是非ご登録ください！ 

2024 年 5 月に水桜会・公式 LINE による情報発信を始めました。 

会員メンバーによる学生支援の強化を目的に、当面は競泳・水球(ともに大学※)に関する TOPIX を 

月に１回発信しますので、OB・OG の皆様には関心を高めてもらい、積極的な支援を期待する次第です。 

※いずれ中高等科の発信も検討します。                     https://lin.ee/Jnc7nvF 

 様々な媒体で情報が発信され行き来している昨今、特に動画を手軽に共有でき、  

大会の様子を見る機会が増えました。ただ、臨場感は実際に Pool に居ないと分から 

ないものだと思います。会員メンバーの交流、現役に対するサポートの一助になれる 

よう、継続してまいります。    公式 LINE 未登録の方は右記より登録願います ➡ 

 

阿部稔彦(H13 大 po)・橋本和樹(R1 大 sw）・脇野 紘（R1 大 sw）・細越 賢（R2 大 po） 

 

https://lin.ee/Jnc7nvF
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大学水球部門  

 水桜会の皆様には日頃より寄付や練習のサポート等、多大なご支援・ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

5 月 18 日から 1 ヶ月に渡り実施された今期のリーグ戦は、残念ながら目標とした上位リーグ（4 校）への進

出がならず、11 校中５位に甘んじる結果となりました。昨秋の秋季交流戦で上位の順天堂・国際武道大を撃破

した勢いを持って臨んだものの天王山となった東大戦に７対８で惜敗、その後の下位リーグで全勝したものの

上述の結果となりました。「不思議の勝ち有り、不思議の負けは無し」まだまだ不断の努力でメンタルも含め

地力を付けていく必要を痛感させられました。 

リーグ戦終了後、主力の４年生が引退、プレーヤー６名となりチーム存続が危ぶまれましたが、強力な新歓

活動で、７名のプレーヤーと４名のマネージャーの新入部員を得ることが出来、来期に向け再始動している所

です。水球経験者は皆無で一からの再スタートです。新チームは「上位リーグ進出・国際武道大に勝つ」を 

スローガンに掲げスタートしています。幸い、渡辺裕大君(R2 卒)をメインとしたコーチ陣が昨年以上に日々精

力的に指導に当たってくれているので、選手達も必ず力を付けてくれるものと信じています。OB の皆様方に

は、引き続き変わらぬご支援・ご協力をお願い申し上げます。 

  水球部門監督 石川正孝（S55 大 po） 

大学競泳部門  

今年も 4 月に 1 年生を向かえ、男女総勢 36 人で部活動に励んでいます。コロナ前の部活動がもう戻ってき

たんじゃないかと思われる世の中になってきて選手たちも楽しく泳げていると感じています。一昨年、昨年と

成績も好調で部の雰囲気もますます良くなってきているのではないかと思います。 

最近は水泳部競泳部門のインスタグラムで大会前の練習風景や関東学生のカウントダウン動画が印象的で

す。今の部員たちがどんな子達なのかとか見られるのでオススメします。 

さて、我々水泳部競泳部門は夏季公認記録会を終えれば 1 年間の大本命、8 月に行われる関東学生選手権に

向けてより一層気を引き締めて取り組んでおります。関東学生選手権では 1 種目 3 人のエントリー枠がありま

す。今年も部内における「枠争い」がありました。6 月までのレース結果を踏まえエントリー枠を争い出場す

る選手達は「チームのため」という言葉を良く使います。エントリー枠を争って勝ち取った選手は結果を出さ

なければならない、と言ったプレッシャーとも戦わなければなりません。   

プレッシャーに打ち勝ってベスト記録を更新しチームに貢献できるよう、OBOG のみなさまには是非、 

東京アクアティックスセンターに足を運んでいただきご声援を頂きたく思います。 

競泳部門コーチ 村田陽甫（H26 大 sw） 

男子部水泳部  

水桜会の皆様には、日頃より中高等科水泳部にご支援頂きまして心から感謝申し上げます。中等科水泳部は

11 名の新 1 年生を迎え、総勢 34 名の新体制で 4 月からスタートしています。初戦となる 6 月 16 日の対成城

学園戦は 183-99 で快勝し、対抗戦開始以来の連勝記録を 16 に伸ばしました。7 月には都大会、8 月には夏合

宿が控え合宿後の 8月 28日に行われる対筑波大附属戦での勝利を目標に、今後の練習に励んでいく予定です。 

高等科の今年度はコロナ前のように声を出して応援ができるようになり、活気ある大会が開催されました。

6 月にはチーム一丸となって戦う附属戦があり、リレーでは惜しくも負けてしまいましたが、総合優勝をする

ことができ、チームとして更にまとまったように思います。また 6 月下旬に行われた都高校大会には、3 学年

合わせて 6 人が出場でき、来年の都高校に向け新たな目標ができました。引き続き夏休みも各自が練習、 

トレーニングに励み、9 月の新人戦で良い結果を出せるように精進してまいります。 

水桜会の皆様には今後も変わらぬご支援をどうぞ宜しくお願い申し上げます。 

男子部コーチ 平井 輝（大学競泳部門） 
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女子部水泳部  

2023 年夏季以降のご報告です。中等科は 9/9-10 の学年別に出場。その後 11/26 に青山学院との４年ぶ

りの定期戦に臨みました。高等科は、年内最後の公式戦、9/16-17 の新人戦を経て、’24 年 2/12 の短水路

記録会に出場。冬の練習量不足の中、次に繋がる内容でした。オリーブ会(現高 3)のメンバーが附属戦の

エントリーを早期に決定するなど、計画的に活動する姿勢を全体に示し、部活動への意識を向上させたこ

とも奏功したと思います。’24 年度初戦は 6/1 の高等科附属戦。129 対 69 で勝利。リレー大会記録を視野

に入れるも、リレーメンバー１名が大会前の負傷で欠場。が、三冠を手中に収めました。 

最初の公式戦、5/25-26 の高校春季に続き、6/22-23 は都高校に出場。両大会で夏季に繋がる成績が随

所に見られました。関東大会出場は叶いませんでしたが、一部の高３からは十六高校への出場表明もあり

夏季に期待です。皆様には引き続きご支援の程、よろしくお願い致します。 

           女子部コーチ 時谷一滋（S61 高） 

会員だより  

森田 剛（S62 大 po） 「私と水球」 

私のプレーヤーとしての水球は現役の 4 年間のみでした。選手人数が足らず、いきなり大学 1 年生の 5 月の

試合からレギュラーで出場していました。素人の私の役割は、プールの真ん中あたりに浮いて、味方の攻撃の

邪魔をしないことでした。2 年生になると高等科から水球経験のある 1 年生が数名入部してきました。当然、

交代要員を含め試合可能な人数も充分揃いました。反対に私は自分の実力から自信が無くなり退部を決心しま

した。その時の主将からの言葉が今でも心に刻まれています。『はっきり言って、タモ(当時の私のあだ名)が 

居なくてもチームは成り立つ。でも、タモは水球を辞めて大学で何をするんだ。何も無いなら自分のためにや

り通してみろ！』と。同期の支えもありお陰様で 4 年生までやり通すことができました。レギュラーとして 

試合にも継続して出場することができました。今でも心が折れそうなとき、『自分のためにやり通す』を 

モチベーションにしております。そして、なにより『やり通した』ことで OB として縁も継続できました。 

この 8 月で 60 歳の節目となります。現役の練習を見て自分の現役時代を思い出し、改めてリスタートした

いと思います。 

 
 

年会費納入のお願い 「強い学習院水泳部」の実現に向け、水桜会は引き続き水泳部をサポートします。 

＜2024 年度年会費納入のお願い＞ 男女共通 10,000 円（大学卒業後 5 年は 5,000 円） 

- 自動引落の方   ：2024 年 5 月下旬にみずほ銀行より引き落とし済み 

- 自動引落以外の方 ：2025 年 1 月末日までに以下へ振込   ※名前・卒年を記載願います。 

みずほ銀行  店番 532（九段支店）普通 2134557 水桜会 

ゆうちょ銀行 店番 019（〇一九 店）当座 0654842  学習院水桜会 

会計 小池純子（H12 大 sw） 連絡先：090-7413-4382 

※会計担当に新たに藤川いつき（H18 大 sw）が加わりました。 

水桜会だよりは、水桜会ホームページ（桜友会サイト内）にも掲載しています。 

 ＜水桜会事務局＞ 渡邉マリ（S48 女高） 

〒145-0065 東京都大田区東雪谷 2-26-8 

電話 070-5451-9148 

e-mail:mrwtnb0109@md.point.ne.jp 

※事務局に新たに新井智子(H11大 sw)が加わりました。 

 

 

 

  

桜友会サイト内 

【水桜会ホームページ】 
 

こちらの QR コードより

ご覧いただけます 
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